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このたび、平岩善雄院長の後任として、令和7年4月より富山赤十字病院
院長を拝命しました、竹村博文と申します。どうぞよろしくお願いいたし
ます。
私は、40年間、心臓血管外科医として治療の第一線で勤務して参りまし
た。その間地域連携がいかに重要かを実感してきました。地域の紹介医の
先生方は、治療の必要な患者さんを見つけ出し、必要に応じて専門医に紹
介する。紹介された専門医は、患者の期待のみならず、紹介医の先生の期
待に応じるべく全力を尽くす。治療後は早期に紹介医に逆紹介する。患者
さんは再び、地域の中で療養を続ける。このスムーズな地域連携がとても
重要でした。特に心臓手術術後のリハビリや社会復帰への道のりには、さらなる地域連携の推進が必
要と感じていました。
現在では、一病院完結型の医療は成り立ちません。コロナで1度は立ち止まった地域医療構想は、今
後加速度的に推進されるでしょうし、急性期医療施設のベッド数は減らされていきます。ますます地
域連携が必要となり、地域で一つの病院の構想が重要と考えます。
富山赤十字病院は引き続き、富山県における安心・安全な高度医療を提供する急性期病院として邁
進して参ります。当院の救急車搬送数は5000台以上で、緊急全身麻酔手術件数も350件を超えていま
す。特に心血管疾患と癌に力を入れていて、心臓カテーテル治療、不整脈アブレーション治療、冠動
脈バイパス手術、脳血管カテーテル治療等を積極的に行っています。日本人死亡原因第一位のがんに
対しては、化学療法センターを中心に多職種で安全で適切な治療を行っているほか、患者負担の少な
い腹腔・胸腔鏡下手術、ミニマム創内視鏡下手術も積極的に取り入れ、ロボット支援手術も導入し開
始しています。質の高い内視鏡診断、内視鏡治療（EMR、ESD）、超音波内視鏡による膵癌診断、肝臓
がんに対するラジオ波焼却・マイクロ波凝固治療を行っています。さらに、センターとして脳血管内
治療センター、小児アレルギーセンター、緩和治療センターを立ち上げています。
“地域は一つの病院、医療は地域ぐるみ”の視点で、地域連携室をハブとして、顔の見える地域医療連
携の関係作りを進めて参ります。引き続き当院へのご紹介をよろしくお願いいたします。さらには当
院の特徴である訪問看護ステーションの機能をいかしつつ在宅医の先生と連携を深め、在宅医療の支
援をさせていただきます。
私としても新任地での勤務です。不慣れなところも多々あるかと思いますが、当院の職員と一致協
力して、より一層の努力を積み重ねて参りますので、何卒よろしくお願いいたします。

院長就任のあいさつ院長就任のあいさつ
病院長　竹村　博文
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皆さまにおかれましては地域医療連携にご理解ご協力賜り誠にありがとうございます。地域
医療連携における医療DXは、ますます重要性を増しています。テクノロジーの活用によって
医療サービスの効率と質を向上させ、患者さんの利便性を高めることが期待されます。地域
医療連携においては、多くの医療機関や医療介護従事者が連携して患者さんを支えるシステ
ムの構築が求められています。
医療DXは患者さんのエンゲージメントを高めることができます。例えば、オンライン診療
や対話型AIを利用することで、患者さんは自宅に居ながら医療サービスを受けることができ
ます。高齢者や通院が難しい患者さんにとって、医療へのアクセスが向上します。患者さん
が自分の健康情報を管理できるアプリも増えており、健康促進や自己管理の意識を高める
きっかけにもなります。また地域医療連携の強化に向けて、ビッグデータやAI技術を利用し
て患者動向や地域特有の健康問題を分析することで、地域のニーズに応じた医療サービスの
提供が可能になります。
狩猟社会（Society 1.0）、農耕社会（Society 2.0）、工業社会（Society 3.0）、情報社会

（Society 4.0）に続く新たな社会がSociety 5.0です。第5期科学技術基本計画（平成28年）に
おいて、「サイバー空間とフィジカル空間を高度に融合させたシステムにより、経済発展と社
会的課題の解決を両立する人間中心の社会」と提唱されました。第6期科学技術・イノベー
ション基本計画（令和3年）では、目指すべきSociety 5.0の未来社会像を「持続可能性と強靭性
を備え、国民の安全と安心を確保するとともに、一人ひとりが多様な幸せ（well-being）を実
現できる社会」としています。
医療DXの導入にはいくつかの課題もありますが、地域医療連携における医療DXは地域全体
に幸福をもたらす大きな力を持っています。Society 5.0、医療の未来を見据えながら、テク
ノロジーを駆使して地域医療の質を向上させ、現実世界でのwell-beingを実感できる取り組
みが、今後ますます求められると考えます。

Society 5.0で実現する
地域医療連携の姿
患者支援センター長・地域医療連携室長　時光　善温

ときみつ よしはる
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富山赤十字病院

理　念
人道・博愛の赤十字精神にもとづく

良質で安全な医療の提供

１　患者さん中心の医療を提供します
２　より安全で高度な医療の実践を目指します
３　地域医療に貢献する病院を目指します
４　災害救護ならびに医療社会奉仕に努めます
５　次代を担う医療従事者を育成します
６　働きがいのある病院運営に努めます
７　健全経営の維持に努めます

基 本 方 針
患者さんの権利

１　個人の尊厳が守られる権利
２　プライバシーが保障される権利
３　適切な情報と説明を受ける権利
４　自ら医療行為を選択する権利
５　適切で最善の医療を受ける権利
６　子ども達が分かりやすく
　　心のこもった医療を受ける権利

　病院の「理念」・「基本方針」にもとづき患者さんが安心して
医療を受けることができるよう、以下の権利を大切にします。

患者さんの責務

1　ご自身の健康状態に関する正確な情報
をお伝えください

2　医療者と力を合せて診療に参加し、最大限の
治療効果を発揮できるようにご協力ください

3　病院のルールに従い、院内での迷惑行
為は慎んでください

4　受けた医療に対し、診療費をお支払く
ださい

　医療は患者と医療者との協同作業です。より適正な医療提供のため、
以下の責務について十分ご理解をいただき、ご協力をお願いします



開放型病床をご利用ください
当院では内科4床・外科2床・整形外科2床・小児科2床の計10床の開放型病床を設けています。
患者さんがいつも診ていただいているかかりつけ医の先生と、当院の医師とが共同して検査や治療
に当たることで、患者さんが安心して入院でき、また退院されても確実に継続医療が実現できると
ころに大きなメリットがあります。

患者さんやご家族の要望を確認しながら専門性を活
かし、医師やコメディカルスタッフ、各専門チームと
連携しよりよいケアが提供できるよう努めています。
患者さん、地域の先生方に納得、安心していただ

ける医療・看護を目指していきますので、今後ともよ
ろしくお願い致します。どうぞご利用ください。

外科病棟で、病床数は23床（うち開放
床は2床）です。
内科では、急性期～終末期、外科では
急性期（周手術期）や抗がん剤治療等の
患者さんの受け入れをしています。

呼吸器内科、心臓血管外科、呼吸器外
科の46床（うち開放床2床）の混合病棟
です。急性期から終末期、抗癌剤治療、
周術期等様々な幅広い患者さんに対応し
ており、COVID－19患者の受け入れも
しています。

産科・小児科・歯科口腔外科の混合病
棟です。病床数は未熟児床2床を含む33
床（うち開放床は2床）です。
開放床は主に小児科の患者さんを受け
入れています。

腎臓内科、婦人科、耳鼻咽喉科、整形
外科の混合病棟です。病床数は48床のう
ち2床の開放型病床を設けています。
内科では、急性期～終末期、整形外科
では、急性期（周手術期）～回復期等様々
な患者さんを受け入れています。

消化器内科、泌尿器科、眼科の混合病
棟です。病床数は48床（うち開放床は2
床）です。
内視鏡的検査や治療、抗癌剤治療、緩
和治療等様々な患者さんを受け入れてい
ます。

４階東病棟

７階西病棟

６階西
病棟

８階西病
棟

７階東病棟

地域医療連携だより えん 第129号 3

受診

入院
かかりつけ医

精密検査や治療のため
当院へ紹介

開放型病床へ入院

かかりつけ医の
先生の訪問

当院医師

共同診療

体調が悪くて
かかりつけ医を受診

継続した治療
退院



令和７年度 新任医師紹介

泌尿器科　上田　太郎外科　吉田　純梧 整形外科　堀川　鹿乃子

総合内科　金武　玲奈 小児科　眞島　星利奈

外科　岡本　純平

消化器内科　舟木　諒消化器内科　畝　好弘消化器内科　石坂　栄規古川　大祐

血液内科　貫井　友貴耳鼻いんこう科　中田　一希舘野　宏彦牛島　輝明

鈴木　信博松越　眞之介血液内科　澤田　凌血液内科　藤井　俊

循環器内科　稲端　翔太

※診療科順

うしじま てるあき たちの ひろひこ なかだ かずき ぬきい ゆうき

ふじい しゅん さわだ りょう まつこし しんのすけ すずき のぶひろ

ふるかわ だいすけ いしさか えいき たんぼ よしひろ ふなき りょう

いなば しょうた

よしだ じゅんご

循環器内科　宗平　悠暉
むねひら ゆうき

ほりかわ かのこ

かねたけ れな

うえだ たろう

まじま せりな

おかもと じゅんぺい

糖尿病・内分泌・
栄養内科

腎臓・リウマチ・
感染症内科

呼吸器・
アレルギー内科

心臓血管外科
第2心臓血管外科部長

耳鼻いんこう科
耳鼻いんこう科副部長
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★お問い合わせ：富山赤十字病院　がん相談支援センター　☎076‐433‐2222（代）
※参加される際は、マスクの着用をお願いしています。入室時には、アルコール消毒と検温もお願いします。

ミニレクチャー 14:00～14:30
「がん治療　がん薬物療法」
講師　腫瘍内科医師 元尾伊織
交流会14:30～15:00
※開催曜日、場所が異なります。

ミニレクチャー14:00～ 14:30
「肝臓・胆道・膵臓がん」
講師　肝臓内科医師 時光善温
交流会14:30～15:00
※7月は日本肝炎月間です。

ミニレクチャー 13:30～14:00
「がん治療中の過ごし方」
講師　がん相談支援センター　
　　　相談員 小川恵梨
クロスサロン 14:10～15:30
※開催時間が早くなっています。

やすらぎの会・クロスサロンとやまのご案内
開催場所：富山赤十字病院（1階多目的室、4・9月は討議室）
開催日時：毎月 第３水曜日（4・9月は木曜日開催）
※詳細は毎月ホームページにてご案内しています。

4月24日㈭ 5月21日㈬ やすらぎ＆
クロスサロンとやま

ミニレクチャー 13:30～14:00
「がん治療とリンパ浮腫」
講師　リンパ浮腫療養士
　　　東　幸
クロスサロン 14:10～15:30
※開催時間が早くなっています。

6月18日㈬ やすらぎ＆
クロスサロンとやま

やすらぎの会 討議室

開催時間 13:30～15:30
交流会がメインの会です。ピアサポーターが中心
となって、闘病中の生活のヒントや病気との向き
合い方などいろいろなお話を語り合います。
一緒にお話しませんか？

8月20日㈬ クロスサロンとやま

7月16日㈬ やすらぎの会

ミニレクチャー14:00～14:30
「がん治療　放射線療法」
講師　放射線治療医師
　　　水野英一
交流会14:30～15:00
※開催する曜日、開催場所が異なります。

9月25日㈭ やすらぎの会 討議室

眼科　片岡　大智 歯科口腔外科　尾﨑　恵悟

どうぞよろしくお願いします。どうぞよろしくお願いします。

かたおか だいち おざき けいご
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富山赤十字病院
紹介依頼など、下記までお問い合わせください。

TEL：076-433-2492　FAX：076-433-2493
e-mail：byousinrenkei@toyama-med.jrc.or.jp
夜間・休日のお問い合わせは…TEL：076-433-2222（代表）

Fax：076-433-2410（夜間・休日のみ）患者支援センター

編

後
記

集

科　名 不　在　日医 師 名 科　名 不　在　日医 師 名
５月５月 6月

春の訪れと共に新年度が始まり、あっという間に清々しい初夏の季節となりました。
4月より患者支援センターに配属となりました看護師の新井です。6年半前に患者支援
センターから病棟勤務となり、地域包括支援センター勤務を経て患者支援センターへ戻っ
てきました。地域包括支援センターでは地域の総合相談窓口として様々な問題に対応して
きました。認認介護、無受診、ゴミ屋敷などの問題や長寿会、
民生委員の後継者不足、地縁関係の希薄化など地域の抱え
る問題は多様化しています。その様々な問題に対応するた
めには、医療、介護、福祉の連携が重要となります。
今後はこの経験を活かし、退院される方が住み慣れた地
域でその人らしく生活できるよう支援していきたいと思い
ます。よろしくお願いします。

（患者支援センター　新井　真弓）

患者支援センター

５月、６月の外来診療に関する医師不在日案内５月、６月の外来診療に関する医師不在日案内

丸山真里菜
足立　雄一
池田　真浩
桑山　直也
館野　宏彦
黒川　敏郎
川原　順子
品川　和子
松越眞之介
金武　玲奈
佐藤　　啓
長坂　康弘
藤間　博幸

皮膚科
小児科
心臓血管呼吸器外科
脳神経外科
耳鼻いんこう科
内科

泌尿器科
産婦人科

30日（金）
2日（金）PM
21日（水）
2日（金）
28（水）AM
13日（火）、15日（木）
30日（金）
9日（金）
30日（金）
29日（木）、30日（金）
29日（木）
2日（金）
23日（金）

足立　雄一
眞島星利奈
黒川　敏郎

小児科

内科

20日（金）PM
25日（水）
23日（月）

※みなさまの参加をお待ちしております。

「第90回地域医療連携の会」
日　時：令和7年5月29日（木）　午後7時から
場　所：富山赤十字病院　教育研修棟　３階講堂
演　題：◇「当院でのロボット支援下手術　大腸癌・胃癌での導入」

第2外科部副部長　倉田　　徹
　　　◇「手術支援ロボットMakoによる人工関節置換術について」

第2整形外科部長　橋本　　浩
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